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27年度さやま市民大学地域ジャーナリスト養成講座27年度さやま市民大学地域ジャーナリスト養成講座

 修了生がお届けします 修了生がお届けします

あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

（子育て㉒）（子育て㉒）やま・リポートやま・リポート

◆ 問合せ：子育てひろば「ぴょんたん」（柏原第八
区第2自治会館）　日時毎月第1（1月は第5）火

曜日、10時～11時30分　駐車場あり　問合せ

NPO法人ユーアイネット柏原へ☎2907‐8577

リオ五輪（近代五種）に出場した

朝
ともなが

長なつ美選手もゲストランナー

として参加

ライバルは自分自身。悔いのない走りを
12月11日㈰／クロスカントリー in Sayama（狭山稲荷山公園）

　冬の恒例行事に全国から1千人を超える選手がエ

ントリー。木
こだ ち

立をぬって走る起伏に富んだ自然いっぱ

いのコースで、小学3年生から81歳のランナーが自慢

の健脚を競い合いました。ゴール後は、うどんと狭山

茶がふるまわれ、選手たちは、身も心も温まりました。

愛郷と奉仕の精神で地域を守る消防団
12月３日㈯／消防団の特別点検（柏原河川敷公園）

　火災が多発するこの季節に、市長が点検者となり、

市内７つの分団が、服装や機械器具の点検を受けま

した。消防操法や一斉放水などの訓練も行い、団員た

ちの統率のとれた機敏な動作に、災害現場の最前線

で活躍する消防団員の頼もしさを感じました。

消防操法には、日ごろの訓練の成果が表れます 機織り機の動きとでき上がった織物をじっと見つめます

　明治時代に広瀬地区で生産されていた「広瀬斜
な な こ

子

織」。その歴史や生産のようすなどを紹介する講演会

に79名が参加しました。市民の熱意によって修復さ

れた機
は た お

織り機による実演も行われ、復活にかける熱

い思いに、参加者は真剣に耳を傾けていました。

市伝統の高級絹織物の復活を目指します
12月2日㈮／講演会「斜子織と広瀬」（広瀬公民館）

　絵が飛び出したり、動いたり、音楽が流れたりする

仕掛け絵本、約80点を展示。大人も子どもも、ページ

をめくるたびに絵本の世界に引き込まれ、いつしか

時間を忘れて夢中になって楽しみました。

12月10日㈯～ 3月5日㈰／びっくり!飛び出す絵本展（博物館）

次
は
、ど
ん
な
仕
組
み
が
あ
る

ん
だ
ろ
う
？

見て、聴
き

いて、触れて楽しむ絵本の世界

絹の古
こ

布
ふ

で作る、華やかな正月飾り
12月6日㈫／季節の飾り（リサイクルプラザ）

　着物地の美しい柄と

色の鮮やかさを生かし

て、輪飾りを作りまし

た。ちりめんの梅の花

と葉を縫い付けて、温
ぬく

もりを感じる手作りの

正月飾りが完成です。

笑う門には福来たる
12月9日㈮／笑ってはつらつ認知症予防講座（水野公民館）

　表情豊かに過ごすこ

とは、認知症の予防だ

けでなく、健康維持に

も効果的です。ゲーム

や体操で大いに笑い、

心身ともに元気になり

ました。

　毎月1回､柏原第八

区の自治会館で開か

れている「ぴょんたん」

は、3歳児までの幼児

とお母さんが参加で

きる子育て広場です｡

　取材当日は､入間川や奥富からの参加者を

含め10数組の親子で賑
にぎ

わっていました｡はじ

めに子ども達は､お母さんの膝
ひざ

の上で「わら

べ歌」を歌いながら､楽しそうに体を動かしま

す。その後は、スタッフに絵本を読んでもらっ

たり、布張りの段ボール箱や機関車などの手

作りのおもちゃで自由に遊んだりします。今

回は､お茶会の時間もあります｡親子でテーブ

ルを囲み､手作りのケーキとお菓子を食べな

がら､お母さん達もおしゃべりでリラックス｡

　「アットホームな雰囲気がとっても気に

入っています」という声が印象的でした｡皆さ

んも出かけてみては､いかがですか。

教育長年頭のあいさつ

　疑
ぎ も ん

問に思ったら、考え、やってみよう

　元気いっぱい、さやまっ子の皆
みな

さん、明けましておめでとうござ

います。心を新たに健やかに新

年を迎
むか

えていることと思います。

　昨年は、リオデジャネイロ五輪

やパラリンピック、ノーベル賞の

受賞などで日本人が世界で活躍
やく

し

た年でした。中でも大
おお

隅
すみ

良
よしのり

典さんのノーベル医学・

生理学賞の受
じゅしょう

賞は記
き お く

憶に新しいところです。大隅

さんは、受賞記念講演会の中で、「素
そ ぼ く

朴な疑問を持

ち続ける」「分かっていないということを知るこ

とが大切」と話していました。人は、分からないこ

とがあるとすぐに答えを聞きたくなります。しか

し、そうして得た答えは、すぐに頭の中から消え

てしまいます。分からないことや「あれ？」と疑問

に思ったことは、「どうしてだろう？」と考え、「自

分なりに思ったことを試すことが大切」と、大隅

さんは伝えたかったのではないでしょうか。

　さやまっ子の皆さん、新しい年を迎えて、「新た

なことを頑張ろう」と決意していると思います。

新しいことには、分からないことがたくさんある

かも知れません。そのときは、自分で考えたり、調

べたりしてみましょう。たどり着く先には、きっ

と今までとは違う、わくわくするような世界が広

がっているでしょう。皆さんを応
おうえん

援しています。

「税金はなぜ必要なの？」租税教室を開催

　12月8日㈭、富士見

小学校で、6年生を対

象とした租税教室が

行われました。

　これは、児童に税金

の大切さを理解してもらおうと、税理士などが講

師となり、市立の小学校で開催しているものです。

　前半は、グループに分かれて、販売活動の体験を

しながら、物を売って出た利益から、税金を納める

仕組みを学びました。後半は、アニメのDVDを見

て、税金の種類や使い道、税金がなくなったらどう

なるかを学びました。

　児童たちは、いつも使っている教科書や通って

いる通学路など、身近なところにも税金が使われ

ていると知り、安心して生活するためには、税金が

必要なことを理解しました。

向野康雄 教育長

薬
やくしょくどうげん

食同源の知恵を伝えるやさしい味

　旧正月に食べる祝い膳
ぜん

を作りました。五色の食材

と五つの味付けを取り入れる韓国料理は、栄養のバ

ランスがとれた薬膳です。参加者は、彩り豊かな伝統

的な正月料理を味わい、異国の食文化を学びました。

12月15日㈭／韓国お正月料理教室（農村環境改善センター）

食器や調理、盛り付け
にも決まりがあります


